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上記の専用の投函箱脇に、村長へのたより専用の用紙が備え付けてあります。
用紙に必要事項を記入後、のり付けして郵便ポストに投函してください。

村公式ホームページのトップページ下部に「お問い合わせ」がありますので、総務
課宛てに送付してください。
※意見・要望以外の業務に関する問い合わせは、それぞれの担当課宛てに送付し
　てください。

みなさまの声をお聞かせくださいみなさまの声をお聞かせください
～村長へのたより～～村長へのたより～

公式ホームページからメールで

専用の投函箱「あなたの声を村政に～村長へのたより」が村の公共施設７か所に
設置されています。用紙に必要事項を記入後、投函してください。
《設置場所》
　役場、中央公民館、地域交流館みほふれ愛プラザ、保健センター、光と風の丘
　公園クラブハウス、文化財センター、老人福祉センター
※手紙を回収するまでにお時間をいただく場合がございます。ご了承ください。

専用の投函箱に

専用の用紙を郵送で

“村長へのたより”の送り方“村長へのたより”の送り方

■問合せ　総務課広報広聴係☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

村では、地域と行政が一体となって「住みよい街づくり」を進めるため、皆さんが日頃思っている
村政へのご意見やご要望を随時受け付けています。
村では、地域と行政が一体となって「住みよい街づくり」を進めるため、皆さんが日頃思っている
村政へのご意見やご要望を随時受け付けています。
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